
議案第１号 

令和７年度事業経過報告並びに決算（案）の承認について 

（令和7年4月1日～令和8年3月31日） 

 

Ⅰ 令和７年度事業経過報告 
 令和７年度事業計画に基づく事業実施経過について次の通り報告いたします。 

 

１. 労働対策事業 

（１） 労働災害削減目標の達成状況 

「労働災害削減目標」の達成に向け、トラック運送業界の死傷労働災害の約5割を占める「墜落・転落」「転倒」

の着実な削減を図るため実車を活用した労災防止研修をはじめとする各種研修会を開催したほか、機会を捉えて取

り組みの周知徹底、労災防止意識の高揚に努めたが、死亡労働災害は１件、休業4日以上の死傷災害は143件発生し

目標の達成はかなわなかった。 

 

【労働災害削減目標と発生件数】 

 
令和 7年 令和 6年 

目標 発生件数 目標 発生件数 

死亡災害 0件 1件 0件 1件 

死傷災害（休業 4日以上） 120件以下 143件 130件以下 134件 

※令和 7年は第 14次労働災害防止計画の 3年目となることから、死傷災害の削減目標を 120件以下と定め取り組みを進めた。 

 

【災害の主な型別の発生件数】 

 事故の型 令和 7年 令和 6年 

墜落・転落 46件（対前年+9） 32.2％ 37件（対前年-1）27.6％ 

転倒 20件（対前年-10）13.9％ 30件（対前年+7）22.4％ 

はさまれ・まきこまれ 12件（対前年-4）  8.4％ 16件（対前年+4）11.9％ 

交通事故（道路） 13件（対前年+9）  9.1％ 4件（対前年-3） 2.9％ 

動作の反動・無理な動作 24件（対前年+12）16.7％ 12件（対前年-7） 9.0％ 

 

（２） 会議等 

労働問題については、適正化事業推進委員会において情報共有を図り、その対策等について検討を行った。ま

た、（公社）全日本トラック協会が開催する労働安全・衛生委員会に出席し、内容について適宜周知に努めた。 

※適正化事業推進委員長並びに（全ト協）労働安全衛生委員は 佐々木久志 副会長 

 

① 第1回 適正化事業推進委員会  （ 令和 7年 7月 3日 総合研修会館 ） 

② 全ト協 労働安全・災害防止委員会（ 令和 7年 9月16日 全ト協 ）  

③ 第2回 適正化事業推進委員会  （ 令和 7年10月21日 総合研修会館 ） 

④ 第3回 適正化事業推進委員会  （ 令和 8年 2月 9日 総合研修会館 ） 

⑤ 全ト協 労働安全・災害防止委員会（ 令和 8年 2月26日 全ト協 ） 



（３） 各種研修 等 

① 交通事故防止・労働災害防止安全大会 

令和7年上半期の重大交通事故・労働災害・飲酒運転の発生状況等について、その傾向と具体的な対策につい

て周知すると共に、事故・労災の防止意識の高揚を図り、下期中の未然防止に繋げることを目的として標記安全

大会を開催し、岩手労働局、岩手県警察本部の担当官からそれぞれ講話をいただいた。また、労働災害防止の一

環として「熱中症対策」をテーマに講演会を開催した。 

 

日 時 令和7年7月8日（火）13：30～15：25 

場 所 総合研修会館 

参加者 168名（150社） 

来 賓 東北運輸局 岩手運輸支局長       小野寺   実  氏 

講 話 岩手県警察本部 交通部交通企画課 課長補佐   田 中 慎 也  氏 

岩手労働局 労働基準部健康安全課 課長     漉 磯   寿  氏 

  講 演 「熱中症対策について～」 

    東京海上日動調査サービス株式会社 技術主任   小 野 直 樹  氏 

安全宣言 （公社）岩手県トラック協会 交通・環境委員長  海 鋒 徹 哉 

 

② 健康管理セミナー 

 健康起因事故防止や職業寿命の延伸のためには、定期健康診断結果のフォローアップが不可欠であることを説

明するとともに、「運輸ヘルスケアナビシステム」の活用促進を図ることを目的にセミナーを開催した。 

 

 日 時 令和7年8月7日（木）13：30～16：00 

 場 所 総合研修会館 

 参加者 50名（43社） 

 講 師 ＮＰＯ法人ヘルスケアネットワーク 保健師     黒 田 悦 子  氏 

 

③ 改正改善基準告示解説セミナー 

改正改善基準告示の適用が開始され1年半が経過したことを受け、各社の運用をさらに支援するためにセミナ

ーを開催した。 

 

日 時 令和7年9月19日（金）13：30～15：00 

場 所 総合研修会館 

参加者 60名（52社） 

講 師 株式会社運輸・物流研究室 取締役フェロー      小 野 秀 昭 氏 

 

④ 過労死等防止・健康起因事故防止セミナー 

トラック運送業界における健康起因事故防止対策の一環として全ト協と協調しセミナーを開催した。 

 

日 時 令和7年10月15日（水）13：30～16：30 

場 所 総合研修会館 

参加者 25名（23社） 



講 師 ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社        中 濱 春 樹  氏 

 

⑤ 事業者研修会 

令和7年度も地域毎に事業者研修会を開催し、飲酒・酒気帯び運転を含めた交通事故防止の徹底や、「労働災

害の発生状況と防止対策」「（新）改善基準告示」の周知徹底を図るため、労働基準監督署、警察署からそれぞ

れ講師を派遣頂き講話をいただいた他、協会担当者が協会事業の進捗や業界の動向について情報提供を行った。 

 

【令和7年度 事業者研修会開催状況】 

地域等 開催日 参加状況 備  考 

中 央 R7/ 8/27  40名 （35社） 盛岡労働基準監督署 岩ト協 

路 線 R8/ 2/10 9名 （ 9社） 盛岡労働基準監督署 岩ト協 

花 巻 R8/ 2/18  35名 （31社） 花巻労働基準監督署 花巻警察署 岩ト協 

北 上 R8/ 2/20  32名 （26社） 花巻労働基準監督署 北上警察署 岩ト協 

水 沢 R8/ 2/25  29名 （22社） 花巻労働基準監督署 奥州警察署 岩ト協 

一 関 R8/ 2/ 5  48名 （42社） 一関労働基準監督署 一関・千厩両警察署  岩ト協 

大船渡 R8/ 1/23  26名 （26社） 大船渡労働基準監督署 大船渡警察署 岩ト協 

釜 石 R8/ 2/ 4  24名 （21社） 釜石労働基準監督署 釜石警察署 岩ト協 

宮 古 R8/ 2/ 7  16名 （16社） 宮古労働基準監督署 宮古警察署 岩ト協 

岩 泉 R8/ 2/21   9名 （ 9社） 宮古労働基準監督署 岩泉警察署 岩ト協 

久 慈 R7/12/12  24名 （23社） 二戸労働基準監督署 久慈警察署 岩ト協  

二 戸 R7/11/14  17名 （17社） 二戸労働基準監督署 二戸警察署 岩ト協 

合計 309名（277社）  

 

⑥ 「墜落・転落災害」防止講習会 

我々業界において休業4日以上の死傷災害におけるワースト項目である「墜落・転落災害」「転倒」災害の大幅

な削減を目的とした標記講習を「日常点検講習会」の開催に併せ実施した。座学に加え、実際のトラック車両

を使用して、荷台の昇降時等の「三点確保」や、荷台上での作業における正しい姿勢や注意点について体験型

の研修を実施した。（ 3.交通対策事業（9）日常点検講習会 参照 ） 

 

⑦ 業態別労働災害防止研修会 

道路貨物運送業の労働災害は 70％が荷役作業中に発生しているが、業態や輸送品目、荷姿等によりリスクや注

意点などが異なり、それぞれ適切な安全教育、対策が必要となることから、岩手労働局、陸災防岩手県支部と連

携し次の業態をテーマとして研修会を開催した。 

 

【一般区域輸送扱い】 

日 時 令和 7年 10月 28日（火）13：30～16：20 

場 所 総合研修会館 

参加者 32名（23社） 

 

 



（４） 啓蒙活動等 

① 「夏期労働災害防止強調運動」（7/1～7/31）や「年末・年始労働災害防止強調運動」（12/1～1/31）の実施

に際して陸災防岩手県支部が準備した啓発グッズ（ポスター等）を配布した。 

 

ア）夏期労働災害防止強調運動    ： 安全ﾎﾟｽﾀｰ「気を付けて 荷台の高さも命取り 踏台・手すり・ﾍﾙﾒｯﾄ」 

イ）職場の安全自主点検    ： 自主点検の実施と点検表の回収 

ウ）年末・年始労働災害防止強調運動  ： 労働局作成リーフレット 

エ）いわて年末年始無災害運動    ： 紙のぼり（大 1枚） ／ カレンダー 

 

② 冬期間の路面等の積雪・凍結に起因する「転倒」災害の削減に繋げるため、12月 1日～3月 31日までの 4

カ月にわたり、注意喚起を促す内容のラジオＣМを放送し労災防止を図った。 

 （ 6．広報事業（3）メディアを活用した広報事業 ②ラジオによる広報 ア） 参照 ） 

    

（５） 各種助成制度の実施状況 

① 準中型・中型・大型・けん引免許資格取得助成 

業界におけるドライバー不足が深刻化する中、若年者を中心とした人材獲得・定着の一助として、準中型・中

型・大型及びけん引免許取得に係る費用の一部を助成した。（準中型は全ト協との協調助成） 

118名 10,558,000円（内全ト協 2名 65,000円）／ 前年度実績 109名 9,554,000円（内全ト協 1名 25,000円）   

 

② フォークリフト運転技能講習、安全管理者研修受講料助成 

陸災防岩手県支部が実施する以下の講習、安全教育等の受講料の一部を助成した。 

 

ア）フォークリフト運転技能講習受講料助成    33名  99,000円 ／ 前年度  29名  87,000円  

イ）安全衛生教育受講料助成         計 37名  67,000円 ／ 前年度  39名  69,000円 

【内訳】・交通労働災害防止担当管理者教育     10名  20,000円 ／ 前年度   9名  18,000円 

・荷役災害防止担当管理者教育     6名   6,000円 ／ 前年度   6名   6,000円 

・安全衛生推進者能力向上教育      4名   8,000円 ／ 前年度    6名  12,000円 

・フォークリフト運転業務従事者教育    9名  18,000円 ／ 前年度    9名  18,000円 

・車両系作業指揮者安全教育      6名  12,000円 ／ 前年度    6名  12,000円 

・積卸作業指揮者安全教育     1名   1,000円 ／ 前年度    3名   3,000円 

・テールゲートリフター操作業務特別教育  1名   2,000円 ／ 前年度    1名    2,000円 

 

２. 地方適正化事業 

岩手県貨物自動車運送適正化事業実施本部は貨物自動車運送事業法第39条の規定に基づき次の事項を実施した。 

 

（１）適正化巡回指導 

令和7年度の適正化指導員による「適正化巡回指導」は、最終的には霊柩事業所への個別指導28事業所を含む390

事業所（計画390事業所）に対し実施した。なお当該パトロールは195回（昨年度167回）実施した。 

 

 

 



【巡回指導実施状況 内訳】 

 通常 
個別指導 

（霊柩） 
Ｇマーク 新規 新設 前回D・E 特別巡回 計 

令和7年度 278 28 60 4 11 9 0 390 

令和6年度 201 75 75 8 10 17 2 388 

令和5年度 230 26 87 4 4 40 4 395 

令和4年度 235 81 62 7 15 47 2 449 

令和3年度 270 21 58 14 9 27 6 405 

 

① 総合判定結果の集計                    （単位：件） 

年度 巡回件数 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ その他 

令和7年度 390 184 143 29 5 1 28 

令和6年度 388 132 110 57 11 1 77 

令和5年度 395 158 122 68 17 0 30 

令和4年度 449 120 136 84 21 3 85 

令和3年度 405 93 115 123 37 10 27 

※「その他」欄には、特別巡回と霊柩事業者に対する個別指導が含まれる。 

 

② 巡回指導による改善事項ワースト10                     （単位：％） 

順位 事     項 未実施率 

1 運行指示書の作成・指示・携行・保存は適正か 21.6 

2 特定の運転者に対して特別な指導を行っているか 20.9 

3 
過労防止を配慮した勤務時間、乗務時間を定め、これを基に乗務割が作成され、休憩

時間、睡眠のための時間が適正に管理されているか 
20.2 

4 点呼の実施及びその記録・保存は適正か 13.5 

5 整備管理者に所定の研修を受けさせているか 11.2 

6 特定の運転者に対して適性診断を受けさせているか 10.3 

7 乗務員に対する輸送の安全確保に必要な指導監督を行っているか 8.6 

8 営業報告書、事業実績報告書を提出しているか（本社巡回に限る） 8.2 

9 所要の健康診断を実施し、その記録・保存が適正にされているか 8.0 

10 定期点検基準を作成しこれに基づき適正に点検整備を行い記録簿が保存されているか 7.7 

 

③  令和7年度 法令違反事業者の行政処分状況（岩手運輸支局監査による行政処分事業者数） 

事業停止0件 ／ 車両使用停止16件 ／ 勧告書・警告書14件  計30件 

 

（２）労働保険・社会保険の未加入状況 

令和元年11月1日より、各関係法令の一部改正に伴い監査及び巡回指導で確認する事項として「社会保険の納付

状況」が追加となった。また、行政処分基準に「社会保険等の未加入」に加え「社会保険料未納」が新設され、未



加入・未納対策が強化された。今後の巡回指導においても未加入（一部未加入含む）、未納については速やかに行

政機関に報告すると共に、関係法令に基づく適切な指導・対応を図るものとする。 

 

【労働保険・社会保険の加入状況の推移】 

 労働保険 社会保険 

年度 加入率 未加入 / 対象事業所 加入率 未加入 / 対象事業所 

令和 7年度 98.7% 5事業所 / 383事業所 99.0% 4事業所 / 388事業所 

令和 6年度 96.7% 10事業所 / 306事業所 97.4%  8事業所 / 308事業所 

令和 5年度 98.1% 7事業所 / 362事業所 97.5%  9事業所 / 365事業所 

令和 4年度 97.8% 8事業所 / 364事業所 97.3% 10事業所 / 364事業所 

令和 3年度 98.7% 5事業所 / 377事業所 97.1% 11事業所 / 378事業所 

令和 2年度 98.2% 6事業所 / 325事業所 97.2%  9事業所 / 327事業所 

 

（３）適正化事業指導員資質向上のための取り組み （指導員研修等） 

適正化指導員が厳正なチェックや適切な指導を行うためには、関係法令の他、トラック運送業界の動向や事業経

営への理解を深める必要があることから、各種研修会に参加しスキルアップを図った。また、岩手運輸支局との定

例打ち合わせや部内打ち合わせを開催し、業務知識や指導に関する事例について情報を共有するとともに、チェッ

ク項目における「適」・「否」の判定基準の平準化が図られるよう努めた。 

 

① 北東北3県適正化事業指導員研修会    （ 令和 7年 6月19日～20日  八戸市 ） 

② 全国適正化事業指導員研修（特別研修）   （ 令和 7年11月 5日～ 6日  愛知県 ） 

③ 東北ブロック適正化事業指導員研修会   （ 令和 7年11月18日～19日  秋田市 ） 

④ 全国適正化事業指導員研修（スキルアップ研修） （ 令和 8年 3月19日     東京都 ） 

⑤ 岩手運輸支局との定例打ち合わせ        4回実施（4/30、8/1、10/31、1/30） 

 

（４）貨物自動車運送適正化事業実施機関評議委員会 

貨物自動車運送適正化事業実施機関の組織・運営の公平性及び透明性を確保し、適正化事業の公正かつ着実な推

進を目的として平成15年度から継続して開催しており、評議委員各位から寄せられる様々な提言は、適正化事業の

更なる活性化のため重要な役割を果たしている。 

 

⚫ 第 44回 評議委員会（ 令和 7年 10月 6日 ※視察研修 ） 

⚫ 第 45回 評議委員会（ 令和 8年 3月 11日 総合研修会館 ） 

 

【 評 議 委 員 】 

業  界 所  属 氏 名 

学識経験者 岩手県立大学 総合政策学部 教授 宇佐美 誠 史 

マスコミ関係者 
（株）岩手日報社 編集局次長  

兼 記事審査部長 
細 田   清 

荷主関係者 全国農業協同組合連合会 岩手県本部 副本部長 佐 竹 雅 之 

労働組合関係者 全日本運輸産業労働組合連合会 岩手県連合会 執行委員長 高 橋 雅 人 



業  界 所  属 氏 名 

一般消費者関係者 岩手県立県民生活センター 生活相談員 油 井 由起子 

運送事業者関係者 （公社）岩手県トラック協会 副会長 佐々木 久 志 

 

【 参 考 人 】 

所  属 役  職 氏 名 

国土交通省 東北運輸局 岩手運輸支局 支局長 小野寺   実 

          〃 首席運輸企画専門官 佐々木 拓 真 

          〃 運輸企画専門官 本 間 恭 介 

 

（５）適正化事業推進委員会等 

適正化事業を有効かつ円滑に実施するため適正化事業推進委員会を次の通り開催した他、全国適正化事業実施機

関が開催する会議等に出席した。 

 

① 第1回 適正化事業推進委員会    （ 令和 7年 7月 3日 総合研修会館 ） 

② 第2回 適正化事業推進委員会    （ 令和 7年10月21日 総合研修会館 ） 

③ 第3回 適正化事業推進委員会    （ 令和 8年 2月 9日 総合研修会館 ） 

④ 全国適正化事業実施機関 本部長会議   （ 令和 8年 3月 5日 第一ホテル東京 ）※会長/専務出席 

 

（６）研修会、セミナーの開催 

① 運行管理実務者研修会の開催 

 管理者等の知識向上及び事業場におけるコンプライアンスの向上を図るため、巡回指導項目（38項目）に関す

る知識の向上や「ワースト5」改善に向けた対策として研修会を開催した。 

   

開催日 会場 参加者 

令和 7年 11月 11日 水沢研修会館 32名（26社） 

令和 7年 11月 18日 宮古港フェリーターミナル 13名（12社） 

令和 7年 11月 28日 総合研修会館（Zoom併用） 29名（28社）ｵﾝﾗｲﾝ 60名（41社） 

 

② 運行管理者試験受験対策講習会及び受験対策模擬試験の開催 

毎年度8～9月と2～3月に行われる「運行管理者試験」の合格率アップを図るため、受験予定者を対象とした

「運行管理者試験受験対策講習会」（講師：（株）輸送文研社 専任講師）及び「受験対策模擬試験」を次の通

り開催した。 

 

講習会・模擬試験 実施日 会場 参加者 

第1回 講習会 R7/ 7/12 総合研修会館 27名（22社）ｵﾝﾗｲﾝ 10名（6社） 

第1回 模擬試験 
R7/ 7/28 総合研修会館 17名（13社） 

※Youtubeによる動画配信：R7/8/1～8/31  再生回数35回 

第2回 講習会 R8/ 1/24 総合研修会館 19名（18社）ｵﾝﾗｲﾝ 9名（6社） 



講習会・模擬試験 実施日 会場 参加者 

第2回 模擬試験 
R8/ 2/ 6 総合研修会館 15名（12社） 

※Youtubeによる動画配信：R8/2/13～3/15  再生回数12回 

 

③ 荷主向け物流セミナー  

トラック運送事業者と荷主企業各社が一堂に会し、相互理解を深め、より良い関係性を構築することで、輸送

秩序の確立に繋げることを目的に、荷主向け物流セミナーを開催した。例年、多くの地域住民が聴講に訪れてお

り、トラック輸送の重要性についてＰＲする絶好の機会ともなっている。 

 

開催日 令和8年1月17日（土）17：00 ～ 18：30 

場 所 プラザイン水沢 

参加者 荷主25名（24社） 会員事業者38名（20社） 一般聴講者17名 

演 題 「鉄腕アトムは幸福をもたらすか」 

講 師 室 山 哲 也  氏 （元ＮＨＫ解説主幹） 

 

④ 荷主・運送事業者懇談会 

業界が抱える諸課題を解決し、ひいては働き方改革の流れに適切に対応するためには、荷主企業側の理解と協

力が不可欠であることから、荷主企業等に対しトラック運送業界の現状や課題等について理解を求め、より良い

関係性の構築を図る場としての「荷主・運送事業者懇談会」を開催した。 

 

日 時 令和8年1月17日（土）16：00～16：40 

場 所 プラザイン水沢 

参加者 荷主24名（9社） 会員事業者38名（20社） 

演 題 「トラック適正化二法について」 

講 師 佐々木 拓 真  氏 （東北運輸局 岩手運輸支局 輸送・監査部門  首席運輸企画専門官） 

 

⑤  トラック適正化二法についての説明会 

    令和7年6月に成立・公布されたトラック適正化二法について、現時点においての法律の概要及びポイントなど 

   の説明会を開催した。 

     

    日 時 令和8年3月6日（金）13：30～14：30 

    場 所 総合研修会館 

    参加者 会場35名（35社） オンライン51名（51社） 

    講 師 佐々木 拓 真  氏 （東北運輸局 岩手運輸支局 輸送・監査部門  首席運輸企画専門官） 

 

（７）「貨物自動車運送事業安全性評価事業」（Ｇマーク）の進捗について 

令和7年度、岩手県では89事業所（内新規16事業所）を加えた、合計339事業所が安全性優良事業所として認定さ

れた。これは県内の全事業所（970事業所）の約35.7％で、全国平均の34.4％をわずかに上回る状況となってい

る。なお、認定事業所の拡大に向けては、適正化巡回指導の際をはじめ機会を捉えて事業各社に周知を図っている

他、申請希望事業所を対象に申請に係る説明会を開催するなどの取り組みを行っている。 

  ※「Ｇマーク申請説明会」の開催 



令和7年5月23日（金）、総合研修会館において標記説明会を開催し、更新・新規申請希望の38事業所から45名

が受講した。トラック運送事業の安全性を高めるため、引き続き“Ｇマーク”の認定率向上に向け各種取り組み

を継続する。 

 

（８）引越輸送サービス向上に関する取り組み  

全ト協との共催により「引越基本講習」「引越管理者講習」を開催し引越輸送のレベルアップを図った他、「引越

事業優良認定制度」について機会を捉えて啓発活動を行った。 

 

① 引越基本講習会  令和 7年10月 9日 総合研修会館  7名（ 3社） 

② 引越管理者講習会 令和 7年10月10日 総合研修会館 15名（ 5社） 

 

（９）運行管理者一般講習 受講料助成     

交通事故防止並びに安全運行を目的に運行管理者を対象に受講させた一般講習の受講料助成を継続した。 

748名 2,409,200円 ／ 前年度 766名 2,470,400円 

 

（１０）運行管理者基礎講習受講料助成 

運行管理体制（点呼執行体制）の強化を図るため、従業員を対象に受講させた「運行管理者等基礎講習」の受講

料の一部助成を継続した。   

85名 425,000円 ／ 前年度 79名 395,000円  

 

（１１）点呼支援機器等導入助成 

安全性の向上、労働環境の改善、人手不足の解消等に資するため自動点呼に係る支援機器及びシステム等の導入

費用の一部を助成した。   

24台 2,400,000円 ／ 前年度 12台 600,000円 

 

３. 交通安全対策事業 

（１）重大交通事故削減目標と達成状況について 

令和7年は重大交通事故削減目標として、①車輪脱落事故の発生件数を「0」、②飲酒・酒気帯び運転を「0」、

③第一当事者となる事故の死者数「0」、④第一当事者となる事故の発生を「2件以内」、の4つを掲げ、各種取り

組みを実施し次表の通りの結果となった。 

 

 
令和 7年 令和 6年 

目 標 実 績 備 考 目 標 実 績 備 考 

① 車輪脱落事故 0件  7件 未達 0件 3件 未達 

② 飲酒、酒気帯び運転 0件 0件 達成 0件 1件 未達 

③ 第一当事者となる事故の死者数 0人 2人 未達 0人 0人 達成 

④ 第一当事者となる事故の発生 2件以下  6件 未達 2件以下 1件 達成 

  ※②飲酒、酒気帯び運転「0」は令和6年3月以降、25ヶ月連続「0」継続中。 

 

 



（２）会議等 

交通安全対策事業の効果的な推進を目的に交通・環境委員会を開催した他、（公社）全日本トラック協会が開催

する交通対策委員会に出席し、適宜内容の周知に努めた。  

※交通・環境委員長は 海鋒徹哉 副会長 ／ 全ト協 交通対策委員は 海鋒徹哉 副会長 

① 第1回  交通・環境委員会 （ 令和 7年 7月 2日 総合研修会館 ） 

② 全ト協 交通対策委員会  （ 令和 7年 9月10日 全ト協 ）  

③ 第2回  交通・環境委員会   （ 令和 7年10月21日 総合研修会館 ） 

④ 全ト協 交通対策委員会  （ 令和 8年 2月 4日 全ト協 ） 

⑤ 第3回  交通・環境委員会  （ 令和 8年 2月13日 総合研修会館 ） 

 

（３）春・秋の全国交通安全運動及び夏・冬の交通安全県民運動等 

各種運動期間を通じて、会員事業者及びその従業員一人ひとりに各種運動の重点項目遵守について徹底を図ると

ともに、交通安全思想の普及・浸透を図るため、次の運動を展開した。 

 

① 各種交通安全運動に関する実施計画（重点項目）の周知並びにポスター、垂れ幕の配布及び掲示 

② 国、県及び関係機関・団体の主催による各種交通安全運動に参加 

・春の全国交通安全運動開始式及び街頭啓発活動（ 令和 7年 4月 4日 ） 

・秋の全国交通安全運動開始式及び街頭啓発活動（ 令和 7年 9月19日 ） 

③ 各地域単位での巡回パトロールの実施  

※夏及び年末は県内全域（詳細:3.交通安全対策事業（5）（6）参照）、春は１支部で実施 

 

（４）「年末年始の輸送等に関する安全総点検」の実施 （国土交通省主催） 

（期間：令和7年12月10日～令和8年1月10日） 

以下の各項目を重点事項として、全事業所を対象に総点検を行いその報告を求めた。 

★報告率：83.1％ （対象事業所 622社 報告事業所 517社）  

 

① 安全管理（特に乗務員の健康状態、過労状態の確実な把握、乗務員に対する指導監督体制）の実施状況 

② 自然災害、事故等発生時の乗客等の安全確保のための通報・連絡・指示体制の整備・構築状況 

③ サイバー空間を含むテロ等防止のための警戒体制の整備状況や乗客等の安全確保のための取り組み、テロ等

発生時の通報・連絡・指示体制の整備状況及びテロ発生を想定した訓練の実施状況 

④ 新型インフルエンザ等の対応マニュアル、事業継続計画の策定状況、対策に必要な物資等の備蓄状況及び職

場における感染防止対策の周知・徹底状況などの感染症対策の実施状況 

 

（５）夏期安全点検パトロール 

夏場特有の事故・災害防止について注意を喚起すると共に、上半期（1月～6月）に発生した重大交通事故、労働

災害の「傾向」「特色」等を踏まえ、取り組むべき重点事項について周知徹底を図り、下半期（7月～12月）の事

故・労災の削減に繋げるため、7月中旬から8月上旬にかけて、安全点検パトロールを実施した。多くの地域等で所

管の警察署、労働基準監督署に同行いただき緊張感のあるパトロールになった。 

 

 

 



【夏期安全点検パトロール実施状況】 

地域等 実施日 件数 班 人数 関係先同行等 

中 央 R7/ 7/24 195 20 42 盛岡労働基準監督署 

路 線 R7/ 8/ 6 11 3 8 盛岡労働基準監督署 

花 巻 R7/ 7/24 75 6 18  

北 上 R7/ 7/23 69 7 15 花巻労働基準監督署、北上警察署 

水 沢 R7/ 8/ 1 58 5 9 花巻労働基準監督署、奥州警察署 

一 関 R7/ 7/28 68 10 19 一関労働基準監督署、一関警察署、千厩警察署 

大船渡 R7/ 7/15 31 4 9 大船渡労働基準監督署、大船渡警察署 

釜 石 R7/ 7/16 23 3 8   

宮 古 R7/ 7/11 28 3 6 宮古労働基準監督署、宮古警察署 

岩 泉 R7/ 7/23 11 1 1   

久 慈 R7/ 7/11 28 3 6 二戸労働基準監督署、久慈警察署 

二 戸 R7/ 7/18 27 3 6 二戸警察署 

合 計 624 68 147  

  

 【点検項目と結果】 

① 掲示物の確認 

・ 夏の交通安全県民運動ポスター    98.4％ ※運動期間中の巡回のみ対象 

・ 垂れ幕（夏の交通安全運動実施中）   96.8％ ※運動期間中の巡回のみ対象 

・ 紙のぼり（夏期労働災害防止協調運動）  98.7％ ※運動期間中の巡回のみ対象 

・ 熱中症対策啓発ポスター      98.7％ 

② 運輸安全マネジメントの実施状況について 

・ 当該年度の基本方針・目標・実施計画等の項目が公表(掲示)されている。      97.4％ 

・ 前年度の目標達成状況、自動車事故報告規則で定める事故について公表（掲示）されている。 97.2％ 

 

（６）年末安全点検パトロール 

夏期安全点検パトロールで周知を図った下半期の重点対策事項について、各社での取り組み状況を確認すると共

に、年末の繁忙期における、降雪・凍結や寒さなどに起因する冬型特有の重大交通事故・労働災害に対する防止意

識の高揚を図ることを目的に標記パトロールを実施した。実施に際しては所管の労働基準監督署、警察署から担当

官の同行いただいたことで緊張感のあるパトロールとなった。また、東北運輸局岩手運輸支局輸送・監査部門から

も専門官を派遣頂き、中央地域のパトロールに同行いただいた。 

 

【年末安全点検パトロール実施状況】 

地域等 実施日 件数 班 人数 備 考 

中 央 R7/12/ 3 194 20 42 岩手運輸支局、盛岡労働基準監督署、陸災防指導員 

路 線 R7/12/ 5 11 1 8 盛岡労働基準監督署  

花 巻 R7/12/10 76 5 11 花巻労働基準監督署、釜石労働基準監督署、花巻警察署、遠野警察署 

北 上 R7/12/ 9 70 7 15 花巻労働基準監督署、北上警察署  



地域等 実施日 件数 班 人数 備 考 

水 沢 R7/12/ 5 58 5 9 花巻労働基準監督署、奥州警察署 

一 関 R7/12/ 3 67 10 19 一関労働基準監督署、一関警察署、千厩警察署  

大船渡 R7/12/11 31 4 8 大船渡労働基準監督署、大船渡警察署  

釜 石 R7/12/ 3 23 3 8 釜石労働基準監督署、釜石警察署  

宮 古 R7/12/12 28 3 6 宮古労働基準監督署、宮古警察署  

岩 泉 R7/12/ 9 11 1 1 - 

久 慈 R7/12/ 5 28 3 6 二戸労働基準監督署、久慈警察署 

二 戸 R7/12/ 4 27 3 6 二戸労働基準監督署、二戸警察署 

合計 624 65 139  

 

【点検項目と結果】 

① 掲示物の確認 

・ 垂れ幕：年末年始の輸送安全総点検     98.4％ 

・ 垂れ幕：正しい運転・明るい輸送運動    99.0％ 

・ 紙のぼり：岩手年末年始無災害運動    99.5％ 

② 令和7年「下期の事故・労働災害防止に向けた重点項目に関する実施報告書」の回収   96.7％ 

③ 冬季に多く発生する「転倒災害」防止対策の実施  99.3％ 

④ 車輪脱落防止対策（大型トラック保有事業者対象） 

・ 「おとさない」チラシを用いた指導の実施   97.9％ 

・ 走る前、左後輪の目視等による確認を実施     100.0％ 

・ 「走る前、左後輪点検」啓発ステッカー（車内用） 91.3％ 

 （上記の内、8.7％は大型車保有なしの対象外） 

 

（７）交通事故防止・労働災害防止安全大会の開催 

（ 1．労働対策事業 （３）① 参照 ） 

 

（８）初任運転者に対する特別な指導教育講習の実施 

「貨物自動車運送事業者が事業用自動車の運転者に対して行う一般的な指導及び監督の指針」に基づき、初任運

転者を対象としたオンライン教育システム「eラーニング」（名称：グッドラーニング！）を活用し、法廷義務15

時間の座学の内、約12時間程度の講習を実施した。 

 

月 受講者数 月 受講者数 月 受講者数 月 受講者数 

4月 34名（30社） 7月 28名（21社） 10月 24名（19社） 1月 29名（18社） 

5月 20名（16社） 8月 23名（16社） 11月 32名（23社） 2月 15名（11社） 

6月 24名（20社） 9月 21名（16社） 12月 29名（17社） 3月 32名（19社） 

合 計 311名（226社） 

 

 

 



（９）日常点検講習会 

不正改造車排除強化月間である6月に、大型車ディーラーから講師をお招きし、標記講習会を県内6カ所で開催し

た。会員事業者から運転者を中心に159名（104社）が受講した。東北運輸局管内で多発している車輪脱落事故防止

の徹底を図るため、特に、実車を活用してのディスク・ホイールの取付状況の確認やタイヤ交換後の増し締めに重

点を置き実施した。また、業界で多く発生している労働災害（「墜落・転落」「転倒」）を防止するため、運転席

や荷台の昇降時における「三点確保」や荷台上における作業の注意点についても啓発を行った。 

    

 【日常点検講習会 開催状況】 

地域等 開催日 開催場所 参加者 担当ディーラー 

中央・路線 R7/ 6/19 岩手流通輸送センター  40名 （27社） 岩手三菱ふそう自動車（株） 

北 上 R7/ 6/10 北上研修会館  42名 （28社） 岩手日野自動車（株） 

一 関 R7/ 6/11 一関研修会館  21名 （16社） 岩手三菱ふそう自動車（株） 

釜 石 R7/ 6/20 釜石大槌地域産業育成センター  23名 （13社） ＵＤトラックス岩手（株） 

岩 泉 R7/ 6/ 6 岩泉町民会館  18名 （11社） いすゞ自動車東北（株） 

二 戸 R7/ 6/13 二戸研修会館  15名 （ 9社） ＵＤトラックス岩手（株） 

合 計 159名（104社）  

 

（１０）運転者安全運転講習会 

トラック運転者が正しい知識と技術を身につけると共に、事故防止意識の高揚を図るため、本年度も「運転者安

全講習会」を県内3地域で開催した。 

地域等 開催日 場所 参加者 

中 央 R7/11/21 岩手流通輸送センター 33名（29社） 

北 上 R7/ 9/19 さくらホール 159名（32社） 

二 戸 R7/ 6/20 二戸研修会館 30名（19社） 

合 計 222名（80社） 

 

（１１）車輪脱落事故防止セミナー 

 車輪脱落事故が東北管内で多発している状況を踏まえ、整備管理者並びに整備管理補助者を対象に、車輪脱落

事故の発生状況やその原因、また車輪脱落事故防止に向けた対策について座学で学ぶとともに、タイヤ交換時の作

業手順やハブ、ナット、ボルト等の清掃と点検、ホイール・ナットマーカーの使用方法、点検ハンマーによる打音

点検の実施など実車を用いて実演した。 

 

日 時 令和7年9月9日（火）13：30～15：30 

場 所 総合研修会館（座学）／ 岩手トラックターミナル（実演） 

参加者 64名（50社） 

講 師 ブリヂストンタイヤ岩手販売（株） 営業部 課長  岩 崎 健 一  氏 

 

（１２）事故防止セミナー（プラン2025目標達成フルセミナー） 

（公社）全日本トラック協会が策定した「トラック事業における総合安全プラン2025」について周知を図ると共

に、交差点事故・追突事故防止対策を中心に、最新の情報を盛り込んだ事故防止対策について解説を行った。 



また、参加事業者が交差点事故・追突事故防止に向けて自社で取り組んでいることや課題、また、セミナーの内

容を受けてこれから取り組む目標についてグループディスカッションを行った。なお、事故防止および飲酒運転根

絶の更なる推進を目的として、「ＮＰＯ法人いのちのミュージアム」の協力のもと「生命のメッセージ展」を併催

した。同展は、飲酒運転などの交通事故により理不尽に生命を奪われた犠牲者を主役としたアート展であり、いの

ちの大切さを訴える機会となった。 

 

日 時 令和7年9月17日（水）13：30～16：30 

場 所 総合研修会館 

参加者 26名（24社） 

講 師 ＳＯＭＰＯリスクマネジメント（株） モビリティコンサルティング部  蒲 生 めぐみ  氏 

 

（１３）ドライバーの加齢変化に備える事故防止セミナー 

近年、トラック運転手の高齢化が進む中、加齢に伴う身体的変化が要因となる事故が増加しており、国土交通省

においても「視野障害対策マニュアル」を作成し、各種対策が推進されている。そのような状況を踏まえ、管理者

がドライバーの加齢変化に対する気づきと対応力を深め、安全運転につなげるための方法について解説した。 

 

 日 時 令和7年10月7日（火）13：30～15：30 

 場 所 総合研修会館 

 参加者 66名（59社）  

講 師 東京海上ディーアール(株) 運輸・モビリティ本部 川上 啓一 氏 

 

（１４）トレーラの安全な使用及び関係法令改正に係る研修会 

トレーラのより安全な使用に向け、車両火災防止および車輪脱落事故防止のための点検整備の重要性について解

説した。また、トレーラに搭載されている安全装置（ＡＢＳおよび横転抑制装置）の概要とその有効性を説明し

た。さらに、「特殊車両通行確認制度」や最近の関係法令の改正内容についても説明を行った。 

 

日 時 令和7年11月11日（火）13：30～16：00 

場 所 総合研修会館  

参加者 31名（26社） 

講 師 （一社）日本自動車車体工業会トレーラ部会  サービス委員会   時 田 宗 一  氏 

          〃             〃      酒 巻   徹  氏 

  

（１５）第50回岩手県トラックドライバーコンテスト 

交通法規の遵守、運転並びに整備点検の知識と技術の向上、更には安全運転意識の高揚を目的として、今年度も

岩手県トラックドライバーコンテストを開催した。 

 

競技 開催日 場所 参加者 

学 科 競 技 R7/ 6/28 県内3ヶ所（矢巾、水沢、久慈） 27名（17社）  ※前年36名（17社） 

実 科 競 技 R7/ 7/26 岩手県自動車運転免許試験場 27名（17社）  ※前年32名（16社） 

※トレーラ部門は、運転競技は実施していない。 

 



【各部門上位入賞者】 

順位 11t部門 4t部門 トレーラ部門 女性部門 

第1位 

日本通運(株)Eastカンパニー 

ロジスティクス第二部 

盛岡物流事業所 

金田一 敦 司 

日本通運(株)Eastカンパニー 

ロジスティクス第二部 

盛岡物流事業所 

藤 江 積 也 

東北自動車輸送(株) 

岩手営業所 

金 澤 祐 樹 
－ 

第2位 

日本通運(株)Eastカンパニー 

ロジスティクス第二部 

北上物流事業所 

辻 山   暁 

第一貨物(株) 

盛岡支店 

佐々木 健 人 

東北自動車輸送(株) 

岩手営業所 

千 葉 陽 介  

－ 

第3位 

日本通運(株)Eastカンパニー 

ロジスティクス第二部 

盛岡物流事業所 

佐々木   優 

ＮＸキャッシュ・ 

ロジスティクス(株) 

東北支店 盛岡センター 

齋 藤 晃 佑 

東磐運送(株) 

東山営業所 

菅 原 逸 生 

－ 

※最高得点者に贈られる「岩手県知事賞」は日本通運（株）金田一 敦司選手（11ｔ部門）が受賞した。 

  

【会長特別賞（敢闘賞）】 

車両保有台数30両以下の事業者（県内本社）所属で、各部門５位までに入賞しなかった選手のうち成績が最も

優秀な選手に会長特別賞（敢闘賞）を授与した。 

 

11ｔ部門   (株)齊藤興業 紫波事業所  澤 田 信 幸 

4ｔ部門   (株)齊藤興業 紫波事業所  松 村   守 

 

【岩手県トラックドライバーコンテスト運営委員会】 

コンテストの円滑な運営を図るため、岩手県トラックドライバーコンテスト運営委員会を開催した。 

 

日 時 令和7年6月4日（水）11：00～12：00  

場 所 総合研修会館 

出席者 岩手運輸支局、岩手県警察本部、陸上自衛隊岩手駐屯地、（一社）岩手県自動車整備振興会 他 

 

【第57回 全国トラックドライバーコンテスト】 

（公社）全日本トラック協会主催の第57回全国トラックドライバー コンテストが自動車安全運転センター安

全運転中央研修所（茨城県ひたちなか市）において、10月25日・26日の2日間にわたり開催された。本県からは

「岩手県トラックドライバーコンテスト」各部門の上位入賞者の中から以下の選手を代表として派遣しており、

各選手ともそれぞれの部門で健闘した。 

 

部 門 事 業 者 名 選手氏名 

11t部門 
日本通運(株)Eastカンパニー 

ロジスティクス第二部 盛岡物流事業所 
金田一 敦 司 

4t部門 
ＮＸキャッシュ・ロジスティクス(株) 

東北支店 盛岡センター 
齋 藤 晃 佑 

トレーラ部門 東北自動車輸送(株) 岩手営業所 金 澤 祐 樹 

 

（１６）（公社）全日本トラック協会 第65回「正しい運転・明るい輸送」運動への参加 

【運動期間】令和7年11月16日～令和8年1月10日  ※令和8年度通常総会で表彰伝達の予定 



（公社）全日本トラック協会が、年末年始の繁忙期における交通事故防止運動の一環として本運動を実施してお

り、実施計画書の配付により周知を図ると共に、表彰基準に基づき優良従業員並びに事業所の表彰推薦を行った。 

 

①  従業員の部 

地域等 事業者名 氏 名 

一 関 ニッコー・ファインメック(株) 吉 田 幸 一 

久 慈 (株)中才貨物運送 大 上 功 一 

 

②  事業所団体の部 

地域等 事業者名 

宮 古 陸中運輸(有) 

 

（１７）（公社）全日本トラック協会 優秀運転者顕章表彰 

本制度は、（公社）全日本トラック協会が、トラック運転者の無事故・無違反歴に応じて優秀運転者の顕章を贈

呈するもので、本会を通じ69名を上申した結果、今年度は総勢65名が対象となった。 

 

金十字章（無事故・無違反歴 20年）  10名（ 8社）   

銀十字章（無事故・無違反歴 10年）  55名（17社）  

 

（１８）第43回 岩手県トラック協会 交通安全コンクールの実施 

事業者・管理者・従業員が一丸となって交通安全思想の普及を図り、交通事故の根絶に繋げるため、令和7年9月

1日から令和8年2月末日迄の6ヶ月間を実施期間と定め標記コンクールを実施すると共に、表彰基準に基づき事業所

の表彰を行った。 

 

【事業所表彰】6事業所（前年：7事業所） 

地域等 事業所名 

中 央 東北鉄道運輸(株) 盛岡営業所 

花 巻 釜渕運送(有) 岩手営業所 

北 上 大通運送（株） 

北 上 日本郵便輸送（株）岩手営業所 

北 上 ロジトライ東北（株）水沢事業所 

大船渡 岩手県南運輸(株) 

 

（１９）アルコール検知器購入助成 

飲酒・酒気帯び運転防止対策の一環として、点呼に使用するアルコール検知器の導入について検査記録が記録さ

れる機器を対象に助成を継続した。 

 

① ハンディ記録式タイプ    66台   896,000円 ／ 前年度   93台   977,000円  

② 据置記録タイプ    38台 1,140,000円 ／ 前年度   69台 2,070,000円  

 

 



（２０）健康診断受診料助成 

健康診断受診の徹底を図り、運転者の健康増進と疾病予防を促進し交通事故防止に繋げるため、定期健康診断並

びに深夜業務従事運転者に対する6ヶ月毎の健康診断について、健康診断受診料助成を継続した。 

① 定期健康診断  6,451名 19,108,505円 ／ 前年度 6,625名 19,586,460円  

② 深夜業務従事者 3,044名  4,564,200円 ／ 前年度 2,818名  4,228,800円  

  

（２１）脳ドッグ受診料助成 

トラックドライバーの健康保持・増進を図り、脳疾患に起因する重大交通事故を未然に防止し、トラック輸送の

安全確保につなげる事を目的として、各社が選任運転者に対して実施する脳ドッグの受診料の助成を実施した。 

18名 192,172円 ／ 前年度 14名 166,000円 

 

（２２）運転記録証明等助成  

運転記録証明等を活用し、運転者の教育・指導等安全運転管理を目的として、運転記録証明書等交付申請手数料

助成を継続した。  8,325名 5,892,090円  ／ 前年度 8,126名 5,444,420円 

 

（２３）運転者適性診断受診 受診料助成 

 助成額 備考 

一般診断 4,291,200円（1,788名分） 前年度  4,377,600円（1,824名分） 

初任診断 3,984,000円（  830名分） 前年度  3,902,400円（  813名分） 

適齢診断 1,593,600円（  332名分） 前年度  1,483,200円（  309名分） 

合計 9,868,800円（2,950名分） 前年度  9,763,200円（2,946名分） 

 

（２４）ドライブレコーダー等導入促進助成 

交通事故防止や安全運転指導、更には事故処理の効率化等を目的とし、デジタコと連動する「運行管理連携型」

の導入について助成を継続した。   

124台 1,240,000円 ／ 前年度 150台 3,000,000円 

 

（２５）車輪脱落防止対策助成 

多発する「車輪脱落事故」の防止対策に万全を期するため、車輪脱落事故防止対策機器の助成事業を継続した。 

32台 1,331,000円 ／ 前年度 85台 5,840,000円 

 

（２６）安全広告塔の整備 

県内に点在する既設の安全広告塔の整備、撤去等について、管轄地域からの情報提供、要請に基づき進めている

が、令和7年度は実績がなかった。 

 

（２７）広報活動等 

事故防止の他、環境・輸送秩序確立等と併せて、新聞・ラジオ等メディアを活用し広く地域住民に業界の取組み

をＰＲしたほか、次の事業を実施した。 

 

① 令和7年度交通安全運動実施計画ポスター                            700枚作成、配布 

② 年末安全点検パトロール要請書                                     665枚作成、配布 



③ 各種交通安全垂れ幕 （交通安全運動、正しい運転明るい輸送等）              適宜配布 

④ 春の全国交通安全運動ポスター                                     635枚 配布 

⑤ 夏の交通事故防止県民運動ポスター                                 647部 配布 

⑥ 秋の全国交通安全運動ポスター                                     673枚 配布 

⑦ 冬の交通事故防止県民運動ポスター                                 630枚 配布 

⑧ 飲酒運転根絶啓発ポスター                                         890枚 配布 

⑨ 車輪脱落事故防止啓発チラシ（おとさない）                         578枚 配布 

 

４. 環境対策事業 

日本政府が宣言した「2050年カーボンニュートラル」の実現に向け、（公社）全日本トラック協会が策定した「ト

ラック運送業界の環境ビジョン2030」に基づき、輸送の効率化、エコ・ドライブの普及促進、社会と共生する環境に

優しいトラック輸送の実現を目指して、各種環境対策事業を次の通り実施した。 

 

（１）会議等 

環境対策事業の効果的な推進のため交通・環境委員会を開催した他、（公社）全日本トラック協会が開催する環

境対策・ＧＸ推進委員会に出席し、内容について適宜周知に努めた。 

※全ト協 環境対策・ＧＸ推進委員は 藤原修一 副会長 

① 第1回  交通・環境委員会                         （ 令和 7年 7月 2日 総合研修会館 ） 

② 全ト協 環境対策・ＧＸ推進委員会及び小委員会     （ 令和 7年 9月30日 全ト協 ） 

③ 第2回  交通・環境委員会                         （ 令和 7年10月21日 総合研修会館 ） 

④ 第3回  交通・環境委員会                         （ 令和 8年 2月13日 総合研修会館 ） 

⑤ 全ト協 環境対策・ＧＸ推進委員会及び小委員会     （ 令和 8年 2月25日 全ト協 ） 

 

（２）省燃費・安全運転講習会の開催 

「省燃費運転」を習得し日常的に実践することで、環境保全や交通事故防止、更には経費削減に繋げる事を目的

として、大型ディーラー各社の協力をいただき、座学と実車を用いて省燃費運転を学ぶ省燃費・安全運転講習会を

開催した。 

※本講習会の開催時期である9月を岩手県トラック協会の「エコ・ドライブ推進月間」と定めている。 

 

日 時 令和7年9月6日（土）10：00～15：30  

場 所 総合研修会館  

参加者 20名（17社） 

講 師 大型ディーラー4社（メイン講師：いすゞ自動車東北(株)） 

その他 参加者には修了証（交通エコロジー・モビリティ財団発行）を交付 

 

（３）ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の推進 

持続可能でより良い社会実現を目指す世界共通の目標であるＳＤＧｓが急速に認知度を高めている中、トラック

運送事業者として実践できる持続可能な取り組みについて理解を深めるため、「運送会社がいま取り組むべきＳＤ

Ｇｓセミナー」を開催した。 

※国などの月間設定（環境省：「環境月間」）に歩調をあわせて、6月に開催した。 

 



日 時 令和7年6月17日（火）13：30～15：30 

場 所 総合研修会館 

参加者 27名（21社） 

講 師 三井住友海上経営サポートセンター アドバイザー  竹 内 靖 人 氏 

    アセンド株式会社 代表取締役社長         日 下 瑞 貴 氏 

 

（４）環境性能に優れたトラックの導入促進 

全ト協で実施する環境対応車（ＨＶ車、ＣＮＧ車、電気自動車）助成事業の継続対応の他、ポスト新長期規制適

合車の導入に係る近代化基金融資の推薦及び当該実行融資に対する利子補給を行った。 

（詳細：5．経営改善事業（4）参照） 

 

（５）ＥＭＳ用機器導入助成事業の実施 

エコ・ドライブを計画的かつ継続的に実施し、運行状況について客観的評価や指導を一体的に行う管理システム

の更なる普及を図るため、今年度もデジタルタコグラフを中心としたＥＭＳ用機器導入に対する助成を継続した。 

38台  380,000円 ／ 前年度 42台  840,000円 

 

（６）グリーン経営認証制度の導入助成 

グリーン経営の普及を促進するため、新規認証取得に係る費用の一部を助成した。 

実績なし ／ 前年度  2社 100,000円 

 

（７）不正改造車排除運動並びにトラック運送業界における点検整備推進運動の実施 （国交省実施） 

不正改造防止パンフレット等を配付し、運動について周知を図った他、9月～10月には「トラック運送業界にお

ける点検整備推進運動」を展開し、大型自動車の重点点検を実施した。 

 

（８）ゴミのポイ捨て防止対策の実施（全ト協と協調） 

全ト協で定めた5月の「トラック運送業界の美化月間」に合わせ、不法投棄（ポイ捨て）対策として「ゴミは持

ち帰ろう！」キャンペーンを実施し、車内ゴミの事務所への持ち帰りをドライバーに意識付けするための啓発チラ

シを用いて周知を図るとともに、社内貼付用ステッカー（430枚）を追加で各支部に配布した。 

 

（９）ポスターの配布等 

① 不正改造防止等点検整備推進運動チラシ（岩手運輸支局） 700枚 配布 

② ゴミのポイ捨て防止ステッカー       480冊 各支部へ配布 

 

５. 経営改善対策事業 

（１） 会議等 

中小企業対策・経営改善に関する事項は「総務委員会」が担当することとしており、経営改善事業に関する事項

について、総務委員会の中で協議を行った。また、（公社）全日本トラック協会が開催する「経営改善・ＤＸ委員

会」について機会を捉えて内容の周知に努めた。※総務委員長並びに全ト協経営改善・ＤＸ委員は三浦敏副会長 

 

① 第1回  総務委員会    （ 令和 7年 7月 2日 総合研修会館 ） 

② 全ト協  経営改善・ＤＸ委員会 （ 令和 7年 9月22日 全ト協 ） 



③ 第2回  総務委員会   （ 令和 7年10月20日 総合研修会館 ） 

④ 第3回  総務委員会   （ 令和 8年 2月 3日 総合研修会館 ） 

⑤ 全ト協  経営改善・ＤＸ委員会 （ 令和 8年 2月20日 全ト協 ）  

 

（２） 研修事業・セミナーの開催（人材育成） 

① 人材確保・労働環境改善セミナー 

昨今の物流企業はドライバー不足や高齢化、長時間労働の是正といった構造的な課題を抱えており、それに対

し、働きやすく魅力ある職場づくりと将来を見据えた戦略的な労務管理が不可欠となっているため、「処遇の見

直し」「柔軟な勤務体制」「現場と経営の連携」など、実効性のある施策を学ぶセミナーを実施した。 ※（公

社）全日本トラック協会との共催 

 

開催日時 令和 8年 3月 3日（火）13：30～15：30 

開催場所 総合研修会館およびオンライン受講 

参 加 者 23名（21社）※会場 7、web参加 16名 

講  師 小 山 雅 敬  氏 （（株）コヤマ経営 代表取締役 ） 

 

② ロジスティクスハラスメントへの対策セミナー 

人手不足が深刻な問題となる中、企業の永続的な発展に向けて優秀な人材の確保と定着が重要な課題となって

おり、一方では荷主などによる暴言や業務に対する不当な言い掛かり、悪質なクレームといったいわゆる従業員

に対するカスハラによる退職や就業意欲低下などが増加傾向にあることから、その防止ため、取組事例や対策の

ポイントについて学ぶセミナーを実施した。 ※三井住友海上火災保険（株）との共催 

 

開催日時 令和 8年 3月 12日（木）13：30～15：30 

開催場所 総合研修会館およびオンライン受講 

参 加 者 33名（28社）※会場 8名、Web参加 25名 

講  師 竹 内 靖 人  氏 （ ＭＳ＆ＡＤ経営サポートセンター アドバイザー ） 

 

③ 経営者セミナー 

目まぐるしく変化する経営環境の中で、事業経営者に有益な情報、話題等を適宜提供し、事業経営の活性化、

トラック運送業界全体のレベルアップに繋げるため、経営者セミナーを開催した。 

 

【経営者セミナー開催状況】 

開催日 演題・講師 参加者 備考 

R8/ 1/14 

演題：「2026運送会社に必要な対策について」 

    ～運送事業法改正・下請法改正そして未払残業代訴訟～ 

講師： 瀧 澤   学  氏 （ ㈱瀧澤・佐藤事務所 代表取締役 / 

社会保険労務士 / 行政書士 ） 

47名 

（41社） 
中央 

R8/ 1/29 

演題：「適正化二法 今後のスケジュール」  

～運送業界・物流業界がどう変容するか・するべきか～ 

講師： 橋 本 愛 喜  氏 （ フリーライター ） 

96名 

（87社） 

新春 

講演会 

R8/ 2/12 
演題：「笑って健康、歌って長生き」 

講師： 中 川 愛 子  氏 （ 中川愛子社中 代表 / 舞踊家 ） 

19名 

（16社） 
二戸 

R8/ 2/20 

演題：「話し上手より、事故らない会話術」 

 ～放送現場とオンライン教室で見た“コミュ力”～ 

講師： 後 藤 のり子  氏 （ 元・ＩＢＣ岩手放送 アナウンサー） 

25名 

（22社） 
久慈 



 

④ 若手経営者、後継者、従業員等の育成に関する事業 

今年度も、本会の会員事業者に所属する 50歳までの若手経営者、後継者、管理職等により構成される「岩

手県トラック協会青年経営研究会」と連携し、若手経営者等を対象とする人材育成研修事業を実施した他、

内閣が女性の活躍を促進する中において、業界における女性従業員の資質向上・活性化に向けた研修事業を

実施した。 

 

ア）人材育成研修会 （青年経営研究会） 

開催日 演題・講師 参加者 

R7/ 6/ 3 

演題：「物流改正法の施行に伴う規制的措置と対応」 

講師： 佐々木 拓 真  氏  

（ 岩手運輸支局 輸送・監査部門 首席運輸企画専門官 ） 

18名 

（17社） 

R7/ 7/24 

演題：「エンジンクリーニングを通じて燃費改善および経費削減」 

～燃料高騰時代の効果的な車両管理～ 

講師：近 森 祐 太  氏 （（株）グッドワン 代表取締役 ） 

近 森 ゆうふみ 氏 （（株）グッドワン 総括 ） 

13名 

（13社） 

 

イ）（公社）全日本トラック協会青年部会 東北ブロック大会 

令和 7年 9月 26日（金） ＡＮＡクラウンプラザホテル秋田 会員 11名（11社）参加 

研修会テーマ 「勇往邁進 ～つなぐ心、いま未来へ走り出す～」 

演題  「伝統産業を継ぐということ」 

講師  佐 藤 祐 輔  氏 （ 新政酒造（株） 代表取締役 ） 

 

ウ）（公社）全日本トラック協会青年部会 全国大会 

令和 8年 2月 13日（金） 京王プラザホテル 会員 11名（11社）参加 

大会テーマ 「勇往邁進 ～つなぐ心、いま未来へ走り出す～」 

・青年経営者等による先進的な事業取り組みに対する顕彰 授与式・受賞者事業発表 

・青年部会活動報告 

・研修  講演「私が社長です。」 

講師  元 谷 芙美子  氏 （アパホテル（株） 取締役社長） 

 

エ）（公社）全日本トラック協会 青年部会 全国会議等への出席 

全ト協青年部会が主催する「全国代表者協議会（研修会）」について、岩手県トラック協会青年経営研究会

に出席を要請した。 

 

⚫ 第1回 全国代表者協議会・研修会（令和 7年 6月20日 全ト協） 青研 髙橋会長、菅谷前会長 

⚫ 第2回 全国代表者協議会・研修会（令和 7年11月20日 全ト協） 青研 髙橋会長 

⚫ 第3回 全国代表者協議会・研修会（令和 8年 2月12日 全ト協） 青研 髙橋会長 

 

オ）女性社員研修会 

令和 7年 11月 12日（水） ベリーノホテル一関 会員 35名（17社）参加 

演題  「季節を楽しむ♪女性のための食べ方の秘訣 ～“がんばらない食習慣”で心と体を整える～」 

 講師  及 川 まりえ  氏 （ 合同会社Ｕｎｍａ 代表 / 栄養士 ） 



 

⑤ トラック輸送に関する物流出張授業の実施 

ドライバーを中心とした慢性的な人手不足が続く中、次代を担う現役高校生にトラック輸送を通じ「物流」

の重要性について理解を深めていただき、ひいてはトラック運送業界やトラックドライバーの仕事を、将来の

就業候補の一つと捉え、興味をもっていただくことを目的に「出張授業」を実施した。 

 

⚫ 令和 7年 11月 28日 私立一関修紅高等学校    計 118名（1年） 

 

（３） 中小企業大学校講座受講促進助成制度 

中小企業大学校（仙台校）が実施する経営者、管理者を対象とする各講座を受講した会員に対し、（公社）全日

本トラック協会と協調して受講料の一部を助成した。（受講料の2/3） 

2講座 4名 65,500円（内全ト協 32,900円） ／ 前年度 実績なし 

 

（４） 近代化基金融資に係る利子補給事業 

トラック運送事業の近代化・効率化を目的として、近代化基金融資の推薦並びに当該実行融資に係る利子補給事

業を実施した。実施状況は表の通り。（全ト協取り扱い分に関しては推薦のみ） 

 

【融資実行状況及び利子補給額】                      

融資制度 
令和 7年度 融資推薦 

備 考 利子補給額（円） 
 実行額／融資枠 （円） 件数 

一般融資 12,155,000 ／ 950,000,000 1 車両 1両 316,583  

一般特例（省エネ関連） 0 ／ 90,000,000 0  0  

ポスト新長期 308,446,000 ／ 1,000,000,000 17 車両 18両 2,195,013 
（内、全ト協 

1,097,513） 

合計 320,601,000 ／ 2,040,000,000 18  2,511,596 
（内、全ト協 

1,097,513） 

  推薦額：一般 12,155,000円（1件1両）、ポスト 308,446,000円（17件18両） 

 

【中央近代化基金融資制度 推薦額（全ト協取り扱い）】  

融資制度 
令和 7年度 融資推薦 

備 考 
 実行額（円） 件数 

補完融資 0 0  

燃料費対策特別融資 26,000,000 2 車両 2台 

合計 26,000,000 2  

  推薦額：燃料費対策特別融資 26,000,000円（2件2両） 

 

（５） その他 

① 価格転嫁に向けた運賃交渉等相談会の実施 

令和 6年 3月に「標準的な運賃」が改正・告示されたが、未だ、ドライバーの労働条件改善を目的とした

「運賃交渉ができない」「価格転嫁が思うように進まない」など悩みを抱えている事業者向けに、課題の解消

を図り、運賃設定及び取引先との交渉に備える個別相談会を実施した。 



 

令和 7年 10月 2日（木） 総合研修会館 会員 3社 ※相談時間 1時間/社 

     講師  児 玉 陽 太  氏 （（株）創造経営センター エグゼクティブマネージャー） 

※全ト協経営診断事業および中小企業大学校講師 

 

② 求人情報サイトの構築と採用ホームページ開設ツールの提供 

近年の求職者がスマートフォンを活用し求人情報を閲覧する傾向にあることから、令和 4年度より全日本ト

ラック協会と都道府県トラック協会は人材確保対策として（株）リクルートと協働で会員事業者が費用をかけ

ずに最小限の手間で採用ホームページを開設するツールの提供と、会員事業者の求人情報を取りまとめたサイ

トを開設し、全国的な求人情報サイトを構築している。岩手県トラック協会もこれに参加し、本事業および現

在 Indeed Japan（株）が運営する個別サポートに関する周知と岩ト協会員事業者分の求人情報を掲載するラ

ンディングページの管理を行った。 

 

６. 広報事業 

（１） 会議等 

事業の効果的な推進のため、その検討の場として広報委員会を開催した。 ※広報委員長は藤原修一副会長 

 

① 第1回 広報委員会    （ 令和 7年 7月 4日 総合研修会館 ） 

② 第2回 広報委員会  （ 令和 7年10月20日 総合研修会館 ） 

③ 第3回 広報委員会   （ 令和 8年 2月 9日 総合研修会館 ） 

 

（２） 「10月 9日トラックの日」広報事業 

平成4年、毎年10月9日を「トラックの日」と制定して以来、全日本トラック協会並びに全国の都道府県トラック

協会では、トラック運送業界の社会的地位向上を目指し各種ＰＲ事業を展開している。本会では今年も事業の柱と

して「私の街に『こんなトラックあったらいいな』」絵画コンクールを継続実施した一方で、昨年度よりイベント

「トラックフェスタ」に代えて新たに実施しているプロスポーツチーム冠スポンサー試合（冠マッチ）での業界Ｐ

Ｒを、広報委員会および青年経営研究会と連携しつつ実施した。 

 

① 「トラックの日」事業打ち合わせ会の開催 

「トラックの日」事業の推進に当たり、岩手県トラック協会青年経営研究会の役員による事業打ち合わせ会を

開催し、絵画コンクール、冠マッチの運営等について検討した。 

 

ア）第1回 令和 7年 5月15日   総合研修会館 

イ）第2回 令和 7年 7月22日  総合研修会館 

ウ）第3回 令和 7年12月19日  総合研修会館 

 

② 第 32回「私の街にこんなトラックあったらいいな」絵画コンクールの実施 

県内の小学生を対象に広く絵画を募集した標記コンクールには 85校から 421点の応募があり、9月 3日、総合

研修会館において厳正な審査を行い、最優秀賞（1点）、優秀賞（5点）、５きげんテレビ賞(1点)、大型ディーラ

ー特別賞（4点）、協会賞（10点）、佳作(15点)、努力賞(20点)、合計 56点の入選作品を決定。作品展示および



表彰式（※最優秀賞のみ授与）は 10月 18日（土）「Bリーグ 岩手ビッグブルズホーム開幕戦」会場内で行い、

来場した観戦ファン、そして試合に無料招待した入賞者とその家族が作品を前に写真撮影するなど賑わった。 

また、本コンクールに長年協賛いただいているテレビ岩手の情報番組「５きげんテレビ」内（10/9放送）で絵

画審査の模様と共に上位入選者のインタビューを交えてトラック輸送の重要性をＰＲし、更には作品展示を含む

冠マッチ開催についても告知するコーナーを放送したほか、上位 6作品を図柄に使用した令和 8年のカレンダー

を制作し、会員事業者、県内の小学校、関係機関に配布した。 

 

【第 32回 私の街に『こんなトラックあったらいいな』絵画コンクール 上位入賞者】 

№ 賞 氏 名 学年 作品名 

1 最優秀賞 藤 原 啓 慈 6 思い出を運ぶトラック 

2 優 秀 賞 伊 藤 怜 叶 6 時代を遊ぼう！体験トラック 

3 優 秀 賞 平 藤   花 6 龍泉洞地底湖探索トラック 

4 優 秀 賞 秋 山 真来奈 3 満開夜桜のお花見トラック 

5 優 秀 賞 松 坂 天 佑 2 岩手けんトラック 

6 優 秀 賞 大 平   葵 1 おかしのトラック 

 

③ 岩手ビッグブルズ「岩手県トラック協会 冠マッチ 2025」の実施 

令和 7年 10月 18日（土）、盛岡タカヤアリーナ（盛岡市総合アリーナ）において「岩手ビッグブルズ」ホー

ム開幕戦冠スポンサーとして業界のＰＲを実施した。B2リーグ昇格後初のホームゲームとなる午後の試合開始に

向けて朝早く県内外から来場した観戦ファン 2,263名に対し絵画コンクール作品展、トラック車両の展示や運転

席乗車・死角体験、記念撮影ブース、子ども免許証発行、リクルートパネルの展示、業界 PR動画の放映、アン

ケート抽選会や来場者の SNSシェアによる業界ＰＲなど、岩手県トラック協会青年経営研究会メンバー等多くの

方々の協力をいただき各種ブースの運営を行ったほか、試合開始に際してのスポンサー挨拶でも「トラック輸送

の公益性や重要性」について、普段トラックに興味を持たない層に対し、昨年に引き続き十分にアピールできた

催しとなった。 

 

（３） メディアを活用した広報事業 

① テレビによる広報 

(ア) 業界ＰＲＣＭの放映 

トラック輸送と日々の暮らしとの密接な関わりについて、やわらかく親しみやすいタッチで地域住民に理解

を求めるため、アニメＣＭ素材『もしもトラックが止まったら』（6種）を通年で放映した。なお、このＣＭは

各年代を通じ高い割合で認知されている他、会員事業者、関係各方面からも好評を得ている。 

（ 放映期間：令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月 31日 県内民放 4社 60秒／本×189本 ） 

 

(イ) 物流の「2024年問題」新訴求ＣＭの放映 

「時間外上限規制」および「改正・改善基準告示」の施行となった令和 6年度以降トラックドライバーの労

働環境改善や人材不足などの問題を解消すべく、かつトラック運送事業者の運賃および条件にかかる交渉の後

押しとなり「荷主」「運送事業者」「消費者」が一緒になって「2024年問題」解決に取り組めるよう、訴求ＣＭ

を放送した。 

 

 



ａ）新訴求ＣＭ「ヒデ教授の物流研究ゼミ」（30秒/6タイプ）〔YouTube動画（約 2～2分 40秒/6タイプ）〕 

YouTube動画配信に併せて YouTube広告も実施したほか、ショート版に編集したテレビＣＭを放送した。 

（ テレビＣＭ：令和 7年 5月 1日～令和 8年 3月 31日 県内民放 4社 30秒／本×99本 ） 

（ ネット広告：令和 7年 6月 1日～令和 8年 3月 31日 YouTube 5,673,313回表示 ） 

 

ｂ）新訴求ＣＭ「パパ・ママはヒーローだ」（30秒） 

東北トラック協会として制作した統一ＣＭ素材を、全ト協助成金を活用しつつ放送した。 

（ 放映期間：令和 7年 12月 15日～令和 8年 2月 10日 県内民放 4社 30秒×62本 ） 

 

(ウ) 「トラックの日」ＰＲＣＭの放映 

国内物流の基幹産業であるトラック輸送が、本当は身近で重要な存在であることを地域住民の方々に考えて

いただくきっかけづくりを目的に、10月 9日「トラックの日」の広報事業を実施しているが、その一環として

全日本トラック協会が制作したＣＭ素材を活用し、10/9の 1日に限定して集中的に放映しトラック輸送の重要

性を訴えた。 

（ 放映期間：令和 7年 10月 9日 県内民放 2社 30秒×23本 ） 

 

② ラジオによる広報 

(ア) 事故防止ラジオＣＭの放送 

近年、ニュース等でも一般に関心の高い「あおり運転防止」や「信号のない横断歩道での『横断歩行者優

先』」に加え、新たに「スマホながら運転防止」をテーマとして設定し、全ての自動車運転者に事故防止の注

意喚起を図ると共に、トラックドライバーもこれに配慮してルールやマナーを守ることで業界の資質向上なら

びにイメージアップへと繋げることを狙いＣＭを通年で放送したほか、会員事業者が第 2当事者となるセンタ

ーラインオーバーに起因する事故を防止するため「対向車線へのはみ出し防止」をメインテーマとしつつ、時

節ごとの注意ポイントを踏まえた啓発ＣＭを放送した。また、ドライバー等の「転倒」労災事故を削減するこ

とを目的に、積雪や凍結により路面が滑る恐れのある冬季に限定し注意喚起を図るための啓発ＣＭについても

継続して放送した。 

（ 放送期間：令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月 31日 県内民放 2社 20秒×156本 ） 

 

(イ) 飲酒運転撲滅ラジオＣＭの放送 

メディア事故防止協賛企画への出稿に対しセットで与えられるスポットＣＭ枠を活用し、岩手県警察本部交

通部交通企画課協力のもと「飲酒運転しない、させない、ゆるさない。」を合言葉に、飲酒機会の増える年末

年始を中心にトラックドライバーも含めた県内の全ドライバーを対象に飲酒運転撲滅啓発ＣＭを放送した。 

（ 放送期間：令和 7年 12月 15日～令和 8年 1月 31日 IBC岩手放送 20秒×45本 ） 

 

③ インターネットによる広報 

(ア) 物流の「2024年問題」新訴求 YouTube動画の配信 

（ 同事業 （３）① イ）ａ）参照 ）（ 投稿日：令和7年5月9日～ ） 

 

(イ) 物流の「2024年問題」訴求 YouTube動画にかかる広告の配信 

（ 同事業 （３）① イ）ａ）参照 ）（ 配信：令和7年6月1日～令和8年3月31日 ） 

 



④ 新聞による広報 

(ア) 物流の「2024年問題」訴求広告の掲載 

深刻な労働力不足を背景に、荷主の理解が求められる「荷待ち・荷役作業・高速料金負担」等の課題をすご

ろく形式のデザインに集約し、県紙への掲載を通じて啓発活動を実施した。 

（ 掲載日：第1弾/令和7年12月14日、第2弾/令和8年2月23日、第3弾/令和8年3月15日 ※いずれも休刊日前日掲載 ） 

 

⑤ ホームページによる広報 

これまでも業界内外へ向けた情報伝達ツールとして活用してきた岩ト協ホームページについては、年々コンテ

ンツを増やすなど更なる充実を図ってきており、会員事業者への電子メール一斉配信にかかるリンク先として随

時新着情報を更新し、会員事業者が情報収集するに際しての利便性向上にも活用した。 

 

（４） メディア懇談会の開催 

令和8年2月26日、ホテルメトロポリタン盛岡ニューウイングにおいて、23回目となるメディア懇談会を開催し

た。この事業はトラック運送業界が抱える多くの課題とそれに対する取り組みについて、社会的影響力の大きいメ

ディア関係者に対し、正しい理解と協力を求める場として継続しており、当日は県内メディア関係者26名（9社）、

協会関係者19名が参加した。今回は事務局が協会の概要について説明したのち、髙橋伸光氏（岩ト協青年経営研究

会会長・広報委員）が「選ばれる物流企業への挑戦」と題し、昨今の法改正を踏まえたトラック運送業界の現状

と、今後訪れる変化にどう対応すべきなのか等について講演し出席者の好評を得た。なおメディア各社の取材スタ

ッフも多数来場し、懇談会の模様が新聞、テレビ等でニュースとして報道された。 

 

（５） 業界内部に向けた情報発信・啓発行動 

会報「岩手県トラック情報」は昨年度より紙媒体での発行を取りやめ、協会事業の進捗状況や関係法令の改正

等、会員事業者にとって有益な情報を電子データとしてホームページ上に年4回掲載し周知を図っている。そのほ

か、危険運転や悪質マナーなど協会に寄せられる苦情については「岩手県適正化事業実施機関」と連携し、事実確

認の上で改善指導を行っており、会員事業者の関係する重大交通事故や労働災害の発生状況と併せて「岩手県トラ

ック情報」に掲載し広く会員事業者に対し周知を図り同種の事案の再発防止に努めている。 

（第1号〔9月〕、第2号〔10月〕、第3号〔1月〕、第4号〔3月〕） 

 

（６） その他の広報活動 

① 協賛企画を活用した広報 

業界ＰＲの他、地域貢献の観点から、関係団体や県内メディア各社の実施する各種キャンペーン等について、

交通事故防止企画など協会事業の方向性と合致するものについて機会を捉えて協賛し（25件）、セットで与えられ

るラジオＣＭ枠については昨年度に引き続いて県警に出演協力をいただき、年末年始の飲酒運転撲滅啓発に活用

した。（ 6．広報事業（3）② イ）参照 ） 

 

７. 緊急物資輸送及び体制整備等に関する事業 

（１） 岩手県総合防災訓練への参加 

令和7年10月8日、岩手県・釜石市・大槌町の共催による令和7年度岩手県総合防災訓練が実施され、当会は「緊

急物資受入・輸送訓練」に釜石支部の協力を得て、トラック車両（4t）1台と人員5名（本部4名、支部1名）が参

加。「三陸沖でのマグニチュード7.1の地震が発生ののち、後発地震としてマグニチュード8を超える巨大地震が発

生。釜石地域全域でのライフラインおよび道路の損壊、津波被害等の発生」を想定し、県の広域物資輸送拠点（遠



野合庁）から地域内輸送拠点となる釜石市小佐野地区生活応援センターまで段ボールベッドやパーテーション、飲

料水の輸送を担当・実施した。（物資輸送訓練は分担により、自衛隊が大槌高校への輸送を実施） 

 

（２） 緊急時の体制整備及び維持  

県内各地（支部事務所等）に配備を行った小型発電機と衛星電話は有効保持が必要不可欠で有ることから、11月

5日に通信テスト及び稼働テストを実施しこれを確認した。また、有事に際し遅滞なく緊急物資輸送の運営体制

（対策本部）を構築すると共に、ライフラインが寸断された状況下においても当面の間その運営を維持するため、

防災用品や備蓄用の飲料水・食糧等を総合研修会館並びに支部事務所に配備しており、その一部を入れ替えた。 

 

【Ｅｍ-Ｎｅｔ（緊急情報ネットワークシステム）】 

国民保護行政においては関係法に基づき、官邸から関係機関に対し警報の通知や避難措置の指示など、緊急に

伝達すべき情報をＥｍ-Ｎｅｔ（緊急情報ネットワークシステム）により伝達することとなっており、岩手県を

通じて内閣官房及び消防庁よりシステム導入の要請があったことから平成28年3月にシステムを導入し、以後、

該当ＰＣ端末2台に対し毎月1度の導通試験を継続し、正常な受信を確認しており、引き続きシステムの有効保持

を図るものとする。 

 

８. 出捐金の拠出 

本年度は運輸事業振興助成交付金の 23％を出捐金として（公社）全日本トラック協会に拠出した。なお、この 

出捐金は同協会が実施する運輸事業の振興に係る事業の内、「公益目的事業」として位置付けられた事業に全額充

てられている。《「運輸事業の振興の助成に関する法律第三条第一項の事業を定める政令」（平成二十三年九月二十

六日政令第三百号）の第八項による》 （ 令和 7年度 出捐金額 52,394,000円 ） 

 

９. 東北トラック協会 事業者大会 

令和 7年 9月 25日（木）ホテルメトロポリタン山形において、東北トラック協会が主催する事業者大会が開催

され、東北全域から約 130名（本会からは事務局を含む 16名）が参加した。記念講演では「人が辞めない・事故

が起きない現場づくりは点呼がすべて！」と題し、（株）ディ・クリエイト 組織活性化コンサルタントの前川由

希子氏が登壇し、コミュニケーションの大前提として、***自分にとって当たり前は他人にとって当たり前ではな

い。「こうあらねばならぬ」「こうせねばならぬ」に捉われていませんか？***と会場に問いかけ、また、点呼にお

いても共有できるまでコミュニケーションすることが事故防止に向けた安全装置となることなどを訴えた。当日は

併せて事故災害防止決起大会が開催され、飲酒運転根絶や車輪脱落事故防止など 5項目のスローガンを含めた「事

故防止に関する宣言（案）」の採択後、シュプレヒコールに際しては「トラック業界から交通事故・労働災害を撲

滅するぞ！“ガンバロウ”」と大きな声で誓い合ったほか、引き続き各種関係法への対応等に取り組んでいく必要

があるとし、10項目のスローガンを含む大会決議（案）を満場一致で採択し大会を終了した。 

 

１０. 第30回全国トラック運送事業者大会 

令和 7年 10月 15日、朱鷺メッセ/新潟コンベンションセンターにおいて、（公社）全日本トラック協会が主催す

る事業者大会が開催され、全国から約 1,300名（本会からは事務局を含む 21名）が参加した。今後、業界に大き

な変化をもたらすであろう「トラック適正化二法施行に向けての期待」と題してシンポジウムが開かれたほか、記

念講演として「2025年これからの地方創生」と題し、新潟日報社 相談役の小田敏三氏が登壇し、日中国交正常化

など自身の田中角栄元総理の番記者時代のエピソードについて語ったほか、地方創生は生傷が絶えない痛みが伴う

が、「互産互消」をキーワードにお互いを認めあいながら助け合うことが必要になってくると持論を展開した。ま



た、大会の結びに 12項目スローガンを含む大会決議を満場一致で採択すると共に、ガンバローコールを行い、参

加者全員が一致団結して国が後押しする「トラック適正化二法」施行を最大の好機と捉え、労働環境改善を図りな

がら事故防止対策や人材確保対策など当面する諸課題に全力を傾注して邁進することを誓い合った。 

 

１１. 要請行動等の実施 

（１） 令和 8年度トラック関係施策に関する要望行動 

県選出の 5名の国会議員および各政党県組織に対し、令和 8年度トラック関係施策に関する要望行動を実施し

た。岩手県内の各事務所を以下の日程で訪問し、「トラック関係施策に関する要望書」を提出し理解を求めた。な

お、本人あるいは秘書の方々への伝達となったが、要望内容については具体的な回答を頂きたい旨併せて要請して

いる。 

 

【主な要望項目】 

・自動車関係諸税の簡素化・軽減等 他（税制改正関連） 

・高速道路料金等の引下げ、物流基盤の整備、休憩・休息施設や中継物流拠点の整備・拡充 他（道路関係） 

・商慣行見直し・物流効率化支援、燃料価格高騰への支援、環境・交通安全対策支援 他（予算・施策関係） 

 

要望日 要望先 備考 

令和 7年 9月 30日（火） ・参政党 岩手県支部連合会   （盛岡市） 
協会：黒澤会長 

亀田専務 

令和 7年 10月 3日（金） 

・横 澤 高 徳 事務所    （盛岡市） 

・木戸口 英 司 事務所    （盛岡市） 

・立憲民主党 岩手県総支部連合会（盛岡市） 

協会：亀田専務 

令和 7年 10月 3日（金） ・国民民主党 岩手県総支部連合会（盛岡市） 協会：亀田専務 

令和 7年 10月 7日（火） 
・階     猛 事務所    （盛岡市） 

・公明党 岩手県本部      （盛岡市） 

協会：黒澤会長 

亀田専務 

令和 7年 10月 22日（水） ・小 沢 一 郎 事務所    （奥州市） 協会：亀田専務 

令和 7年 10月 30日（木） 
・鈴 木 俊 一 事務所    （滝沢市） 

・自由民主党 岩手県支部連合会 （盛岡市） 
協会：亀田専務 

 

（２）燃料価格高騰に伴う中小トラック運送事業者への支援要請 

国内物流の基盤を担い、県民生活と地域経済を支える重要な産業としてのトラック運送事業は、引き続く燃料価

格の高騰・高止まりにより依然として厳しい経営環境におかれていることから、物流を維持・安定させるため、燃

料価格高騰に伴う負担軽減策の検討・実施について、岩手県に対し要望を実施した。 

 

要望日 要望先 備考 

令和 7年 10月 7日（火） 
岩手県（対応者：副知事、商工労働観光部長 

産業経済交流課総括課長 他） 

協会：黒澤会長、藤原副会長、 

亀田専務、村上事務局長 

 

１２. 研修会館の維持管理等について 

（１） 研修会館の整備 

本部のある総合研修会館（矢巾町）をはじめ、県内計6か所の研修会館を運営しているが、施設の有効保持及び

有効活用のため修繕工事等を実施した。 

・ 総合研修会館 ／ 屋根防水改修雨漏り修繕工事、照明 LED化工事（未実施分全館） 

・ 一関研修会館 ／ 浄化槽ブロワ交換工事、事務室エアコン交換工事 



   

（２） 「三陸トラックステーション跡地」の売却について 

本会が所有する「三陸トラックステーション跡地」（釜石市唐丹町字小白浜36番地1）については、令和2年3月11

日に建物、構築物の撤去作業が完了したのち、同年3月24日付で（株）エコー不動産（釜石市中妻町2-3-6代表 大

菅眞）との一般媒介契約を締結の上、継続して売却先を探している。（簿価23,000,000円） 

 

１３. 表彰関係 

（１）国土交通省 

① 東北運輸局長表彰（事業役員等） 

令和 7年自動車・観光関係功労者表彰式が令和 7年 6月 2日、ホテルメトロポリタン仙台において開催され、

既に支局長表彰を受賞している事業役員の中から業界の発展に貢献した功績が讃えられ以下の通り表彰された。 

 

所  属 役 職 氏 名 

（有）北舘商運 取締役社長 北 舘 光 雄 

栗村建設（株） 代表取締役 栗 村 安 弘 

（株）岩手環境保全 代表取締役 新 沼   学 

 

② 東北運輸局長表彰（従事者、運転者、安全性優良事業所） 

令和 7年度運輸関係事業功労者等表彰式が令和 7年 11月 4日、ホテルメトロポリタン盛岡において開催さ

れ、多年にわたり事業や運転業務に従事し職責を全うされた従業員、同じく多年にわたり継続して安全性優良事

業所として認定を受け、輸送の安全対策において顕著な功績が認められる事業所が讃えられ以下の通り表彰され

た。 

 

ア）事業従事者の部  1名（1社） 

所  属 氏 名 

岩手庄子運送（株） 佐々木 裕 子 

 

イ）運転者の部  8名（6社） 

所  属 氏 名 

（株）共栄運輸花巻 佐 藤   隆 

白金運輸（株） 及 川 竜 也 

東磐運送（株） 朴 澤   健 

（株）ホクリョウ物流 藤 本 達 也 

（株）ホクリョウ物流 小 泉   晃 

（株）ホクリョウ物流 村 松   誠 

ＤＯＷＡ通運（株） 福 山 勇 司 

岩手庄子運送（株） 佐 藤   勝 

 

 



ウ）安全性優良事業所表彰  8営業所（6社） 

事業者名 事業場名 連続取得年数 

ＤＯＷＡ通運（株） 本社営業所 20年 

ＤＯＷＡ通運（株） 盛岡営業所 20年 

ＤＯＷＡ通運（株） 花巻営業所 20年 

（株）新開トランスポートシステムズ 一関営業所 20年 

（有）中山運送 本社営業所 15年 

日本高速運輸（株） 北上営業所 13年 

日本郵便輸送（株） 岩手営業所 12年 

丸一運送（株） 盛岡支店 12年 

 

③ 岩手運輸支局長表彰（従事者、運転者、安全性優良事業所） 

前述の「②東北運輸局長表彰」と同様に従事者、運転者、団体従事者、安全性優良事業所、更には運行管理業

務において優良かつ輸送の安全確保に努めた功績が認められた運行管理者が讃えられ、令和 7年 11月 4日、以

下の通り表彰された。 

 

ア）事業従事者の部  5名（3社） 

所  属 氏 名 

ＤＯＷＡ通運（株） 松 本 勝 弥 

岩手庄子運送（株） 千 葉 洋 二 

白金運輸（株） 佐 藤 ますみ 

白金運輸（株） 後 藤 幸 明 

白金運輸（株） 菊 地 結 佳 

 

イ）運転者の部  13名（6社） 

所  属 氏 名 

ＤＯＷＡ通運（株） 小 林   徹 

（株）ホクリョウ物流 下屋敷 徳 光 

（株）ホクリョウ物流 橋 本   豊 

（株）ホクリョウ物流 伊 藤 拓 哉 

（株）サンライズトランスポート 佐 藤   均 

（有）興進運輸 佐 藤   光 

（株）共栄運輸花巻 大 石 広 一 

（株）共栄運輸花巻 高 橋 道 伸 

（株）共栄運輸花巻 村 松 智 明 

（株）共栄運輸花巻 藤 原 孝 志 

（有）水沢陸送 及 川 義 光 

（有）水沢陸送 佐々木 秀 樹 

（有）水沢陸送 石 川 徳 之 



 

ウ）安全性優良事業所表彰  16営業所（15社） 

事業者名 事業場名 連続取得年数 

岩手庄子運送（株） 一関営業所 21年 

岩手庄子運送（株） 本社営業所 21年 

ＮＸキャッシュ・ロジスティクス（株） 盛岡センター 20年 

一関糧運（株） 本社営業所 18年 

カメイ物流サービス（株） 盛岡営業所 18年 

（株）浜名コーポレーション 盛岡営業所 17年 

三八五通運（株） 沼宮内営業所 15年 

東北鉄道運輸（株） 盛岡 14年 

会津通商（株） 盛岡 12年 

ＳＢＳフレイトサービス（株） 宮古営業所 11年 

（有）興進運輸 本社営業所 11年 

東北新開（株） 本社営業所 10年 

成和物流（有） 本社営業所 10年 

二葉運送（株） 本社営業所 10年 

一関配送（株） 金ヶ崎営業所 10年 

（有）水沢陸送 本社営業所 10年 

 

（２）（公社）全日本トラック協会長表彰 （令和 7年度岩ト協通常総会で表彰伝達 令和 7年 5月 28日） 

① 事業役員の部  2名（2社） 

所  属 氏 名 

岩手糧運（株） 佐々木 和 彦 

東磐運送（株） 菅 原 良 徳 

（３）（公社）岩手県トラック協会長表彰 （令和 7年度通常総会で表彰 令和 7年 5月 28日） 

① 従業員の部  6名（4社） 

地域等 事業者名 氏  名 

花 巻 （株）共栄運輸花巻 鈴 木   修 

北 上 （株）岩手中央運輸 杉 村   敦 

北 上 （株）岩手中央運輸 昆 野 厚 子 

水 沢 白金運輸（株） 酒 勾 真理子 

水 沢 白金運輸（株） 菊 池 清 志 

水 沢 ＤＯＷＡ通運（株） 滝 川 大 介 

 

② 運転者の部  26名（13社） 

地域等 事業者名 氏  名 

中 央 岩手庄子運送（株） 角 掛 智 志 



地域等 事業者名 氏  名 

中 央 二葉運送（株） 堀 田   貢 

中 央 二葉運送（株） 中 村 和 也 

中 央 二葉運送（株） 岩 崎 英 司 

中 央 二葉運送（株） 谷 村 悠 輝 

中 央 二葉運送（株） 細 川 優 作 

中 央 （株）ホクリョウ物流 三 浦   司 

中 央 （株）ホクリョウ物流 加 藤 春 宣 

中 央 （株）ホクリョウ物流 角 舘 友 樹 

中 央 （有）ムラヨシ運輸 村 上 保 浩 

中 央 （有）ムラヨシ運輸 村 松 真 吾 

花 巻 （株）共栄運輸花巻 藤 原 崇 志 

花 巻 （株）共栄運輸花巻 菊 池 正 人 

花 巻 （株）共栄運輸花巻 道 本 龍 司 

北 上 （株）岩手中央運輸 髙 橋   勝 

北 上 （株）岩手中央運輸 小 原 功 彦 

水 沢 白金運輸（株） 千 葉 有 治 

水 沢 ＤＯＷＡ通運（株） 吉 田 貴 文 

水 沢 ＤＯＷＡ通運（株） 石 亀 修 平 

一 関 東磐運送（株） 鎌 田 将 雄 

一 関 東磐運送（株） 佐 藤   伸 

一 関 東磐運送（株） 千 葉 聖 輝 

一 関 東磐運送（株） 菅 原 逸 生 

大船渡 岩手県南運輸（株） 髙 橋   誠 

大船渡 岩手県南運輸（株） 中 山 正 樹 

大船渡 岩手県南運輸（株） 和 泉 和 久 

大船渡 岩手県南運輸（株） 泉   輝 男 

釜 石 （株）テツゲン 東北支店 菊 池 一 孝 

 

１４. 庶務事項 

（１） 岩手県運輸事業者運行支援緊急対策事業 支援金給付業務の受託 

全国的な燃料価格高騰により、貨物自動車運送事業者における燃料コストの増加が深刻化している中、岩手県で

はこのような影響を受けている県内事業者の安全かつ安定した貨物輸送の維持・確保を図るため、今回で第 5弾

（令和 4年度より継続して実施）となる燃料購入費の一部を支援する事業を実施し、その申請受付および審査、支

援金の支給までの業務を受託し取り扱った。（今回 21,000円/台の支援 ※第 1弾～第 4弾は 23,000円/台） 

※なお、令和 8年 1月 29日より第 6弾の受付を開始している。（16,000円/台） 

   

 



【支援金支給執行状況】 

第 5弾（令和 7年 1月 30日から令和 7年 4月 25日まで 

 申請者（者） 車輌数（台） 支援額（円） 

合 計 840  11,625 244,125,000 

会 員 553 10,433 219,093,000 

非会員 58 790 16,590,000 

軽貨物 229 402 8,442,000 

 

総計（第 1弾：R4.7.11～8.31、第 2弾：R5.4.3～6.16、第 3弾：R5.8.1～11.17、第 4弾：R6.2.5～4.30、 

第 5弾：R7.1.30～4.25） 

※延べ数 申請者（者） 車輌数（台） 支援額（円） 

合 計 3,637  56,754 1,282,092,000 

会 員 2,757 52,731 1,191,947,000 

非会員 250 2,979 66,937,000 

軽貨物 630 1,044 23,208,000 

 

（２） 社会貢献活動等 （各方面への協賛等） 

① 子どもの居場所への食料品等の運送に係る協賛 

岩手県では、子どもの貧困対策の一環として、子ども食堂や学習支援等を行う子どもの居場所づくりの取り組

みを支援しており、食料品等を必要としている子どもの居場所へ運送する役務協賛（運送業務）の要請があった

が少量であること、且つ急を要さないことから職員の業務移動時に合わせて届けこれに対応・協賛した。 

 

② 「ラジオ・チャリティー・ミュージックソン」 

民放ラジオ局の「身体の不自由な方へ通りゃんせ基金を『県内各地に音の出る信号機と福祉機器を贈ろう』」の

趣旨に賛同し協賛した。なお、協賛に際しては番組内での協賛社名の放送および岩手日報紙面での掲載の他、セッ

トで与えられるラジオＣＭ枠については昨年度と同様に県警に出演協力をいただき、年末年始の飲酒運転撲滅啓発

に活用した。（ 6.広報事業 （３）② イ）参照 ） 

 

（３） 通常総会、理事会等の開催状況 

① 平成 7年度 第 1回 理事会 

日 時 令和 7年 4月 25日（金）13：30～15：00 

場 所 総合研修会館 大会議室 

出席者 理事 29名 監事 3名 他 

議 案 議案第 1号 令和 6年度事業経過報告並びに決算の承認について 

議案第 2号 第 13回通常総会開催について（決議〔案〕、開催案内、議案項目等） 

議案第 3号 岩ト協会長表彰 被表彰者の承認について 

議案第 4号 総合研修会館 屋根雨漏り修繕工事の実施について 

 

② 平成 7年度 臨時 総務委員会 

日 時 令和 7年 5月 20日（火） 

場 所 書面開催 

出席者 委員 12名 

議 案 議案第 1号 役員候補者選考要綱第 7条に基づく役員候補者の確認および選考 



③ 第 13回 通常総会   

日 時 令和 7年 5月 28日（水）14：38～15：18 

場 所 ホテル紫苑 天河 1（3F） 

出席者 447社（内、委任状 338通）／ 会員数 625社 （定足数 313社） 

議 案 議案第 1号 令和 6年度事業経過報告並びに決算の承認について 

議案第 2号 研修会館建設資金の一部処分について 

議案第 3号 任期満了に伴う新役員の選任について 

 

④ 令和 7年度 第 2回 理事会 

日 時 令和 7年 5月 28日（水）15：25～15：48 

場 所 ホテル紫苑 山河（3F） 

出席者 理事 29名 監事 3名 他 

議 案 議案第 1号 会長・副会長・専務理事・常務理事の互選について 

    議案第 2号 顧問の委嘱について 

 

⑤ 令和 7年度 第 3回 理事会 

日 時 令和 7年 8月 27日（水）13：00～14：15 

場 所 総合研修会館 大会議室 

出席者 理事 30名 監事 2名 他 

議 案 議案第 1号 令和 7年度「トラックの日」広報事業について（進捗状況および実施案） 

    議案第 2号 副会長理事の選任について（事後承認） 

 

⑥ 令和 7年度 第 4回 理事会 

日 時 令 7年 11月 26日（水）13：30～15：00 

場 所 総合研修会館 大会議室 

出席者 理事 27名 監事 2名 他 

議 案 議案第 1号 令和 8年新年行事（案）について 

 

⑦ 令和 7年度 第 5回 理事会 

日 時 令和 8年 1月 29日（木）13：30～14：40 

場 所 ホテルメトロポリタン盛岡ニューウイング メトロポリタンホール南 

出席者 理事 26名 監事 2名 他 

議 案 議案第 1号 令和 8年度事業計画骨子（案） 

 

⑧ 令和 7年度 第 6回 理事会 

日 時 令和 8年 3月 18日（火）13：30～15：00   

場 所 総合研修会館 大会議室 

出席者 理事 30名 監事 3名 他 

議 案 議案第 1号 令和 8度事業計画（案）並びに予算（案）について 

議案第 2号 交付金事業の進捗と資金の積み立てについて 

 



（４） 登記事項（役員変更登記） 

① 退任事項   

理 事  髙 橋 嘉 信 

理 事  佐々木 隆 之 

理 事  日 髙 陽一郎 

令和 7年 5月 28日  以上、理事 3名 任期満了により退任 

 

監 事  春 山 佳 範 

監 事  菊 地   大 

監 事  髙 橋 宏 之 

令和 7年 5月 28日  以上、監事 3名 任期満了により退任 

 

代表理事 髙 橋 嘉 信 

代表理事 佐々木 隆 之 

令和 7年 5月 28日  以上、代表理事 2名 任期満了により退任 

 

② 重任事項 

理 事  渡 部   明 

理 事  阿 部 祐 二 

理 事  三 浦   敏 

理 事  佐々木 久 志 

理 事  佐々木 和 彦 

理 事  海 鋒 徹 哉 

理 事  菅 原 良 徳 

理 事  黒 澤   信 

理 事  佐々木 貴 之 

理 事  新 沼   学 

理 事  白 梅 勝 行 

理 事  藤 原 修 一 

理 事  平 野   浩 

理 事  佐 藤 秋 彦 

理 事  皆 川 克 一 

理 事  橋 場   忍 

理 事  上 條 幸 彦 

理 事  藤 岡 浩 之 

理 事  高 橋 和 彦 

理 事  川 渕 利 彦 

理 事  菅 原 能 興 



理 事  山 﨑   武 

理 事  近 藤 正 章 

理 事  佐々木 豊 秀 

理 事  中新井田  聡 

理 事  鹿 糠 裕 一 

理 事  堀 口   司 

理 事  村 井 武 浩 

令和 7年 5月 28日  以上、理事 28名 重任 

 

③ 就任事項 

理 事  三 浦 一 弘 

理 事  上 野 幸 浩 

理 事  菅 原 克 也 

理 事  亀 田 公 晴 

令和 7年 5月 28日  以上、理事 4名 就任 

 

監 事  小 原   研 

監 事  高 山 周 治 

監 事  菊 池   晃 

令和 7年 5月 28日  以上、監事 3名 就任 

 

代表理事 黒 澤   信 

代表理事 亀 田 公 晴 

令和 7年 5月 28日  以上、代表理事 2名 就任 

 

（５） 会員事業者の動き 

① 新規加入会員 

№ 地域等 名称 代表者名 入会年月日 車両数 

1 北 上 中央ロジテック（株）北上営業所 斎 藤 浩 俊 R7/ 4/ 8 6 

2 花 巻 ＮＯＷトランス（株）岩手営業所 今 野 藤 悦 R7/ 6/ 1 9 

3 中 央 
（株）ヒューテックノウリン 東北支店 

北東北共同センター 
安 喰   徹 R7/ 7/10 15 

4 花 巻 （同）ピットガレージ 多 田 瑛津子 R7/ 8/ 4 5 

5 水 沢 （株）アイエヌライン 岩手営業所 奈 賀 幾次郎 R8/ 1/ 1 7 

6 水 沢 （株）アグライン 吉 武 乙 幸 R8/ 1/ 1 13 

7 水 沢 ゴールドカーレスキュー（株） 佐々木 久 美 R8/ 1/15 5 

    

    

    

    



② 退会・休止事業者 

№ 地域等 名  称 状 況 異動日 

1 宮 古 （株）太樹 退 会 R7/ 4/31 

2 水 沢 東北流通（株） 退 会 R7/ 5/31 

3 久 慈 一沢コンクリート工業（株） 退 会 R7/ 6/30 

4 中 央 日本郵便（株）盛岡中央郵便局 退 会 R7/ 6/30 

5 中 央 （株）イークス 退 会 R7/ 7/31 

6 一 関 藤森運輸（有） 退 会 R7/ 7/31 

7 釜 石 （有）丸勢物流 退 会 R7/ 7/31 

8 中 央 ＮＸエネルギー東北（株）岩手支店 退 会 R7/ 9/30 

9 水 沢 （株）奥州志紅急便 休 止 R7/10/31 

10 花 巻 （株）フローレストラフィック 岩手営業所 退 会 R8/ 2/28 

11 花 巻 （有）太田代運輸 退 会 R8/ 2/28 

12 一 関 （株）ゴトウ 退 会 R8/ 2/28 

13 中 央 盛岡牛乳輸送（有） 退 会 R8/ 3/31 

14 大船渡 大船渡市場輸送（株） 退 会 R8/ 3/31 

 

③ 総正会員数及び登録車両数 （令和 8年 3月 31日現在）  

令和 7年度現時点  618事業者  12,768両 （最大積載量 2ｔ超 11,628両、2ｔ下 1,140両） 

令和 6年度末時点  625事業者  12,812両 （最大積載量 2ｔ超 11,325両、2ｔ下 1,487両） 

   増減         -7事業者    -44両 （           303両、      -347両） 




